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１.背景と目的 
東海地域では海溝型巨大地震の発生する確率が極め

て高いとされている．こうした巨大地震を想定した地震

動を算定する場合，周期数秒レベルの長周期地震動の影

響が懸念される．さらに，長周期地震動は，着目地点周

辺の深い基盤構造によっても増幅するため，この影響を

考慮して地震動を算定する必要がある． 
 そこで本研究では，地域固有の条件によって励起され

る周期数秒レベルの地震動特性を観測記録より推定し，

これを地震動算定へ活用する手法について検討する． 
２.長周期地震動の評価方法 
地震動の算定は，地震動予測法 EMPR1)を用いる．地

域固有の長周期地震動特性を考慮するため，EMPR に

よる地震動算定結果に，観測波形より得られる長周期特

性を加えることとした．具体的には，想定地震の震源域

周辺で過去に発生した地震により，着目地点付近で観測

された波形を用いて，フィルター処理により長周期成分

を抽出する．これを想定地震の地震規模を考慮し，以下

の手順により振幅調整した後に，EMPR による波形計

算結果に合成する．震源理論によると，S 波の変位スペ

クトル Ω0は次式で与えられる 2). 
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ここに，M0 は地震モーメント，ρ は媒質密度，R は震

源距離，Vsは S 波速度，Rθφは複双力源の放射パターン

係数である． 
上式に基づいて，想定地震と観測地震のスペクトル比

c(ω) は，次式のように地震モーメントと震源距離より

得ることができる． 
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ここに， obssim
00 ,ΩΩ はそれぞれ想定地震，観測地震の S

波の変位スペクトル， obssim MM 00 , はそれぞれ想定地震，

観測地震の地震モーメント， obssim RR , はそれぞれ想定

地震，観測地震の震源距離である． 
地震動算定では，式(2)より得られるスペクトル比を

観測記録のフーリエスペクトルに乗じ，逆変換した波形

を用いる．これを想定地震による，当該地点の長周期地

震動として，EMPR による地震動算定結果と合成する．

なお観測波形はEMPRの対象とする長周期成分が4～5
秒程度以下であることを考慮し，ローパスフィルターに

より抽出した周期 5 秒以上の波形を用いる． 
３.地震動算定結果と考察 

地震動算定事例を以下に示す．図-1 に示すように，

ここでは想定複合型東海地震(東南海，東海の連動型地

震)[Mw=8.3，M0=3.25×1028 (dyne･cm)]のシミュレー 
ション波形と，想定地震の震源域周辺で発生した東海道 
沖地震[2004.9.5 23:57，M=7.4，M0=2.11×1027 (dyne･

cm)]による，着目地点(岐阜県多治見市地点)付近にある

KiK-net3)春日井地点(AICH11)の観測記録を用いた．想

定地震・観測地震の地震モーメントと震源距離より，ス

ペクトル比は c(ω) =28.8 となった．次に地震動算定結果

を図-2 に示す．観測波形(b)より抽出した長周期成分(c)
を加えることで，EMPR(a)と合成波形(d)を比較して，

加速度・速度波形は同程度であるが，変位波形が増大し

ていることが確認できた．図-3 の加速度応答スペクト

ル(h=5%)を見ても，周期 5 秒以上が増大していること

が確認できた． 

 
図-1 断層モデルと対象地点 

４.まとめ 

  本研究では，海溝型巨大地震の算定において考慮すべ

き地域固有の長周期地震動特性を，着目地点付近の観測

記録より抽出して地震動算定に活用する手法の検討を

行った．地域固有の地震動特性を予測地震動に反映させ

ることができたが，特定の地震動観測記録を用いた結果

であるため，より的確に地震動特性を得るには，複数の

地震動記録より推定できることが望ましい． 
 一例として，名古屋港地点周辺域の地震動特性を評価

した事例を図-4 に示す．ここでは，EMPR における，

震源・伝播経路特性である，EMPR における M=6 相当

の非定常パワースペクトルの重ね合わせ数(以下，重ね

合わせ数)を用いて評価することとする．具体的には，

図-4(a)に示すように，名古屋港周辺のK-NET観測点(図
-4(a)に示す 3 地点)の観測記録より地震動特性の評価を

行う．観測記録は，当該地点で観測された，比較的規模

の大きな地震として，地震 1：紀伊半島沖地震[2004.9.5 
19:07，M=7.1, M0=9.80×1025(dyne･cm)]，地震 2：東海

道沖地震  [2004.9.5 23:57，M=7.4，M0=2.11×1027 
(dyne･cm)]，地震 3：能登半島地震 [2007.3.25 9:42，
M=6.9，M0=1.13×1026 (dyne･cm)]を用いる．図-4(b)に
重ね合わせ数を比較した結果を示す．同図では，EMPR
でモデル化された，重ね合わせ数に対する，観測記録の 
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